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 社会に役立つ先端科学研修（応用分子化学分野） 実施要項 

 
１ 目 的  化学に関する最新の情報を収集するとともに、大学での講義・実習を通

して、教員としての見識を深め、指導力と専門性の向上を図る。 
 

２ 対 象  小・中・義務教育・高等・特別支援学校の教員 
※対象に中等教育学校の教諭も含む １５名 

 
３ 期 日  7 月 31日(木) 

 
４ 会 場  日本大学生産工学部応用分子化学科 

〒275-8575 習志野市泉町１－２－１ 電話 047(474)2550 
 

５ 内 容  受付 9:25～9:40  

月 日 時 間 主 題・内 容 講 師・助言者 会場等 
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31 
木 
 
 

9:40～ 
9:45 

オリエンテーション 
 

県総合教育センター 
所員 

日本大学 
生産工学部 
29号棟 
 

9:40～ 
12:20 

<講義・実習Ⅰ> B5 

医薬品や有機ＥＬに応用さ

れるクロスカップリング反

応を用いた有機合成 

大学教員 
 

13:20～ 
16:00 

<講話・実習Ⅱ> B5 

野菜に含まれる酵素を分離

し、活性をこの目で見る！ 

大学教員 

16:00～ 
16:10 

<まとめ・連絡> 
 

県総合教育センター 
所員 

 

※ 研修日の２週間前頃から全国教員研修プラットフォーム Plant（以下、Plantとい

う）に詳しい実施要項を順次アップロードします。Plant での申込み対象者は、各

自で確認してください。また、文書（メール）での申込み対象者は、県総合教育セ

ンターWeb サイトに同様の資料をアップロードしますので、各自で確認してくださ

い。 

研修内容によって連絡が必要な場合は、前日までに担当者から御連絡します。 

   
 


